





































































































	表紙
	目次
	I はじめに
	1. 調査の目的
	2. 調査チームメンバー
	3. 日本人専門家メンバー
	4. フイリピン、カンターパートメンバーおよび事務員
	5. 調査チームの日程および内容

	II 調査内容―プロジェクトの現況と問題点―
	1. 44年度(43年度繰越分)既供与機材について
	イ、全機材のうち相違点および問題点のあったもの
	ロ、公電第972号について
	ハ、相違点および問題点のあった機材の処理状況について
	ニ、精米プラントについて

	2. 計画および実施上の現況と問題点
	イ、協定第7条reasonable rentalsについて
	ロ、ミンドロ島ナウハン地区の開田の問題
	ハ、かんがい用水について
	ニ、計画面積について
	ホ、マスタープランの作成の必要について
	ヘ、日本側専門家の協力体制とリーダーの責任について

	3. 業務運営上の現況と問題点
	イ、品種の決定
	ロ、ポンプの維持管理費
	ハ、セメント、肥料その他の他への貸付けについて
	ニ、協定に書かれたフイリピン側が実施した事項について
	ホ、プロジェクト地点の特に水道の早期設置について
	ヘ、フイリピン側アシスタントおよび労務者の増員と今後の普及員としての定着について
	ト、農民の組織の結成について
	チ、meetingの有り方
	リ、旅費・材料費等の立替払および現地業務費の増額について

	4. 各デレクターからの要望事項
	イ、ミンドロ・ナウハン地区
	ロ、レイテ・アランアラン地区

	5. 今後の機材購送に対する要望について
	イ、大使館参事官および松下書記官の意見
	ロ、機材供与の現況について―現在の購送体制―
	ハ、輸送の問題について
	ニ、保険の問題について

	6. 生活上の問題点および専門家の任期交代について
	イ、医療費の請求について
	ロ、カラパン町における水道の不備、その他住宅問題について
	ハ、専門家の交代について
	ニ、専門家の勤務管理について

	7. その他総合的な話題について
	イ、業務報告の有り方、その処理および様式について
	ロ、専門家に送付されるO,T,C,Aその他の出版物について
	ハ、農業プロジェクトを中心とした関係機関とその業務内容について
	ニ、その他の総合的話題について


	III 問題点に対する関係機関の見解
	1. II の2のイ
	2. II の2のロ
	3. II の2のニ
	4. II の2のホおよびヘ
	5. II の3のハ
	6. その他の事についての見解

	IV 専門家からの具体的マスタープランの提出について
	裏表紙

